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【【主題】  自ら学びに向かい、学び合うアウトプットを支える仕組みづくり 

 

【副題】 ～「学びと育ちの主人公」の育成と「学び・語り合える同僚性」の構築を通して～ 
 

【学校・団体名】兵庫県姫路市立琴陵中学校 

【役職名・氏名】校長  山中 和興 

                     

１ はじめに 

「今日の授業みたいに、みんなで交流する時間をも

っと増やしてほしいです」授業のあとに生徒が笑顔で

発したその一言に、自ら学びに向かう志を感じた。 

令和の日本型学校教育において、「個別最適な学び」

と「協働的な学び」の実現が求められており、生徒が

主体的に学びに向かい、他者と対話を重ねながら深く

学び続ける力の育成が急務となっている。兵庫県では

「主体的・対話的で深い学び」を推進し、「目標を明確

化し、協働的な学びを設定する」ことを重視している。 

姫路市でも、３年間の研究構想として、アウトプッ

トをキーワードとして授業づくりに取り組んできた。

本研究では、それらの視点を軸に、生徒自身が「学び

と育ちの主人公」として自ら学びに向かうために、教

職員が「学び・語り合える同僚性」を構築して取り組

んだ３年間の実践である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生徒の実態 

令和４年度７月（１学期終了後）、生徒が授業にどの

ような意識で臨んでいるか学習アンケートを行った。 

① 学習のめあて(課題)を意識して学ぶことができた 

② 自分の考えをもつことや、学ぶことが面白い 

③ 仲間と意見を伝え合ったり、話し合ったりする機

会があった 

④ 仲間との対話を通して、自分の考えが広がったり、

深まったりした 

⑤ 既習内容をいかしながら学習できた 

⑥ 授業の終わりに、次時にもっと知りたいことや学

びたいことを考えることができた 

 

 

 

 

 

 

 

学習アンケート結果を分析すると、「①学習のめあて

(課題)を意識して学ぶことができた」と実感している

生徒は多いが、「⑥次にもっと知りたいことや学びたい

ことを考えることができた」の数値が低い。この結果

から、学習が本時だけで完結しており、「もっと知りた

い」「次につなげたい」という思考が育っておらず、学

びの連続性や広がりが弱いことが考えられる。 

また、「③仲間と意見を伝え合ったり、話し合ったり

する機会があった」と実感している生徒は多いが、「④

仲間との対話を通して、自分の考えが広がったり、深

まったりした」の数値が低い。この結果から、対話の

目的や意味の自覚が弱く、内面の変化を自覚・言語化

する力が未発達であることや、形式的な意見交換はで

きているが、内容に深まりがないことが考えられる。 

３ 主題の設定 

以上のような実態を改善し、願う姿に迫るために次

のように研究主題、仮説、内容を設定した。 

＜研究主題＞ 

自ら学びに向かい、学び合うアウトプットを支える

仕組みづくり～「学びと育ちの主人公」の育成と「学

び・語り合える同僚性」の構築を通して～ 

＜研究仮説＞ 

生徒が「学びと育ちの主人公」として、主体的に学

び、対話を通して考えを深める授業を継続的に行うこ

とで、学習への見通しや目的意識が高まり、仲間の意

見と関わらせながらアウトプットする力が育まれる。

また、教師同士が学びを語り合いながら授業を改善す

る「同僚性」が構築されることで、授業の質が高まり、

生徒の学びの質的変容が促進される。 

生徒は1～4で評価 
数字が高いほど高評価 
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４ 研究実践  

＜研究内容１＞課題（めあて）設定の必然性を生みだ

し、生徒の思考が連続する課題づくりを行うための

単元構成の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学びのプロセス(生徒の思考に沿った単元計画)】 

本時の導入において、前時の生徒のまとめの文章を

振り返ったり、振り返りシートに記述された疑問や質

問を本時で全体共有したりすることで、本時の課題(め

あて)をつくり、学びが連続するような単元を構成した。 

全１２回の公開授業では、学力調査対象教科、実技

科目に関わらず、全ての教科において生徒の言葉や姿、

思考の流れを汲みながら、単元を通して課題（めあて）

を設定することができ、既習内容をいかしながら、次

時に知りたいことや学びたいことを考えることができ、

生徒の学びに向かう姿が高まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前時の記述内容の紹介や振り返りを交流することで 

学級全体の必然ある課題設定に繋げた】 

＜研究内容２＞授業文化を醸成する生徒間授業参観と 

生徒主体の学びを支える学級づくりの工夫 

[生徒参観授業の流れ] 

① 生徒自身が公開授業を参観する意義や目的につ

いて説明するオリエンテーションを行う。 

② 各学級の実態に応じて、学級で高めたい参観する

際の視点を学級で話し合う。 

③ 学級で決めた視点をもとに各学級の代表生徒が

公開授業を参観する。 

④ 参観者が所属する学級・学年に取り入れたい姿や

取組方を学級に持ち帰り還元する。 

⑤ 各学級での取組を学級掲示に位置付け、教科担任

がその視点で指導、評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参観シートと授業参観の様子】 

＜研究内容２＞によるねらった効果は下記の通り。 

① 主体性の育成 

学級のために学ぶ役割を担うことで、生徒の主体性

や責任感が高まる。授業を評価するのではなく、学ぶ・

活かす姿勢が養われる。 

② 学級づくりへの波及効果 

代表生徒の気づきを学級で共有することで、「自分た

ちの授業をどうよくしていくか」という学級全体の課

題意識が生まれる。他学級・他学年からの学びが、授

業改善に繋がり、学級の協働性を高める。 

③ メタ認知力・振り返りの力の育成 

「私たちはどうだったか」「こうすればよかったかも」

と、自分たちの学びを客観視する力が育まれる。教師

の指導ではなく、他学級の実践から学ぶことで、納得

感や実感のある振り返りが可能になる。 

④ 教科横断的・汎用的スキルの定着 

話し方・聞き方・課題の捉え方など、どの教科でも



3 

必要となる学びの土台が強化される。他教科でも「参

観した学級の～を自分たちの学級でもやってみたい」

という動きが生まれやすく、学校全体の学びの文化づ

くりにも繋がる。 

⑤ 教員にも刺激・発見がある 

生徒の視点からのフィードバックが入ることで、教

員自身も「授業はどう見られているか」「何が伝わった

か」と省察するきっかけになり、教職員間の学び合い

にも好影響を与える。 

以上のように、生徒自身が「授業は自分たちでつく

るもの」という意識をもち、他者の学びを自らの学級

改善に活かそうとする姿が見られた。学びを生徒にも

開かれたものとしたことで、「自分たちの学級で授業を

公開したい」という生徒の言葉も聞かれるなど、授業

を自分ごと化する仕組みとして大きな手応えを感じた。 

＜研究内容３＞対話を通じて自他の考えを吟味し、共 

に学び合い、意見を再構築するための土台づくり 

①  学び合える学習目標設定 

②  

 

 

 

 

 

 

 

 

（聞き方）「互いの立場や考えを尊重しながら、議論を

導くために考えをまとめながら」 

（話し方）「仲間の意見を踏まえたうえで、発言を吟味

し、再構築した意見を述べる」など 

一年間の学校行事予定をもとに、学び方のレベルを

８タームに分け、各タームで特に意識する学び方を生

徒の意見を参考に段階的に計画させた。チェックシー

トをもとにタームが終わるタイミングで個人振り返り

を行い、次タームに繋げることができた。 

生徒同士が対話的に深く学び合うためには、まず安

心して話し、互いの考えを大切にできる土台づくりが

必要であるという「話す」「聞く」の学習規律に重点を

置くという意見が多く上がった。聞く側には、頷きな

がら話を聞いたり、体の向きを発表者に向けたりする

ことで、話し手が安心して話せる雰囲気をつくること

ができる。また、話す側にも工夫を促し、教師に向か

って話すのではなく、教室全体を見渡せる場所に移動

し、生徒全員に届く声量で話すことを大切にした。 

聞く側には、声が聞こえない場合は「もう一度言って

ください」と丁寧に伝えることで、発表者の意見を大

切にする態度を育んできた。こうした積み重ねによっ

て、学級、学年全体に「互いの意見を尊重し合う」風

土が生まれ、考えの練り合いや再構築といった対話的

な深まりを支える基盤が築かれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  広がり、深まりを実感するための枕詞の活用 

④  

 

 

 

 

 

 

意見を述べる際、どのような枕詞があれば、議論や

意見の深まりが実感できるかを生徒間で考えさせ、精

査したシートを用いて、短学活での班活動から話し方、

聴き比べ方を意識して取り組み、自分の考えの変容や

他者の意見の影響を言語化する力の育成に努めた。 

このような言語活動の積み重ねにより、対話を通じて

学びを再構築し、深めていく姿が多く見られるように

なった。以下は、生徒が作成した交流場面での枕詞(例) 

「〇〇さんと△△さんの意見を合わせて考えると～」 

「〇〇さんの発表を聞いて分かってきたのですが～」 

「はじめは～と考えていたのですが〇〇さんの意見を

聞いて考えが変わってきました。理由は～」 

「〇〇さんの意見を聞いて確かにそう思ったのですが、

自分の考えを変えることはできません。なぜなら～」 

「今までの５人の意見は違うように感じるのですが、

～という点では共通していると思います」 

「自分で考えても全く意見が持てませんでしたが、 

○○さんの意見を聞いて～なことが分かりました」 
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③ 立場を示し、練り合うためのハンドサインの導入 

 

 

 

 

 

 

対話的な学びを深めるために、生徒同士が自他の考

えを吟味し合う仕組みの一環として、挙手の際に多様

なハンドサインを導入した。学びが広がったり、深ま

ったりするために必要な意思表示を生徒に考えさせ、

挙手・発言する際に積極的に使用させた。 

例えば、グーは反対意見、チョキは付け足しの意見、

１は質問、キツネは変化（意見が変わってきた）など、

発言の分類を可視化することで、教師も学習過程に応

じて意図的指名ができるようになり、生徒も他者の考

えとの違いや共通点を意識できるようになった。 

 

 

 

 

 

【聞く・話すの学び方、枕詞とハンドサインの積極的

な使用により自分の立場を主張できる生徒が増えた】 
 

５ 成果と課題 

令和６年度３月、前回と同じ項目で学習アンケート

を行い、以下のような結果となった。 

 

 

 

 

 

 

   

項 目 R4年度 R6年度 比較 

① 3.34 3.48 +0.14 

② 3.48 3.58 +0.10 

③ 3.41 3.50 +0.09 

④ 3.22 3.60 +0.38 

⑤ 3.24 3.38 +0.14 

⑥ 3.19 3.59 +0.40 

（１）成果 

「友達と話してたら自分の考えも変わることあるん

やなって思った」「今日の授業のまとめは、みんなの意

見がたくさん混じり合ったから書けた」研究を進めて

１年半が経った２年生の後期、自分の内面の変化を語

る言葉が増えてきた。本校では３年間にわたり、「自ら

学びに向かい、学び合うアウトプットを支える仕組み

づくり」を主題として、取組を進めてきた。特に、「④

仲間との対話を通して、自分の考えが広がったり、深

まったりした」「⑥授業の終わりに、次時にもっと知り

たいことや学びたいことを考えることができた」の各

項目に大きな改善が見られ、学びの必然性を感じさせ

ながら、仲間と学び合う姿が高まったといえる。 

また、多くの公開授業や検討会を通して「学び・語

り合える同僚性」が構築できたことで、学校全体で授

業を見直し、共有する文化ができた。 

（２）展望 

本校ではＩＣＴの利活用も進んでいるが、従来のア

ナログの良さも大切にする３年間にできた。表情から

汲み取ったり、心地よさや緊張感を味わいながら対話

で学び合ったりする取組を継続する一方で、ＩＣＴの

利活用もさらに組み込みながら研究を進めたい。 

６ おわりに 

令和７年度、姫路市では「ワクワクする授業」がキ

ーワードとして示された。本校では、爽やかな挨拶や

床に一心に向き合う清掃活動など、誇れる学校文化が

多い。しかし、学校の一番の特色ある文化は「授業」

でありたい。生徒が学びと育ちの主人公として、ワク

ワクしながら学びに向かう姿を生み出すために、私た

ち教職員も日々研鑽に励み、生徒を凌駕するワクワク

で授業に向き合いたい。 
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